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『リネージュ』を始めるまでの流れは以下のとおりです。すべての手続きが終了すればゲームがスタートします。

『リネージュ』は常に新しいゲームデータが
追加されています。追加ファイルがある場
合、自動的にファイルがダウンロードされ
ますので、しばらくお待ちください。

プレイするワールドを選択します。
ストーリーやアイテムの違いは基本
的にありませんが、「Non-PvP」と
表示されているワールドではプレイ
ヤー同士がお互いを攻撃することが
できません(攻城戦やCombat Zone、
FreePKZoneなどを除く)。キャラク
ターはワールド間の移動が行えない
ので、よく考えて選択しましょう。

デスクトップ上の『リネージュ』アイコンをダブルクリック。スタート
メニューから起動する場合は［プログラム］→［Lineage］→［Lineage］
と選択してください。

『リネージュ』同意書が表示されます。
『リネージュ』利用約款に同意を求める内
容になります。内容をお読みの上、同意
をクリックしてください (『リネージュ』
利用約款は公式サイト「http://www.
lineage.jp」のポリシー＞『リネージュ』
利用約款でも確認できます)。

事前にご登録いただいたPlayNCアカ
ウントを「Account」欄に、パスワ
ードを「Password」欄に正しく入
力して「Login」をクリックし、最後
に指定されたセキュリティカードの
番号を入力しましょう。

デスクトップ上のアイコンをクリック1

利用約款(同意書)に同意2

ログイン5

ワールドの選択4

オートアップデート3
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